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内容の要旨及び審査の結果の要旨
SglGSF（Spermatogenicimmunoglobulinsuperfamily）は、マウスの精巣から発見された細胞接着
分子であり、精上皮の造精細胞のほか、肺や肝臓の上皮細胞、中枢および末梢神経系の神経細胞の細
胞膜に局在する。今回、マウス嗅上皮におけるSgIGSFの発現と局在を調べた。また嗅上皮再生におけ
るSglGSFの役割を調べるため､マウスの嗅糸切断後の嗅上皮におけるSglGSFの発現と局在の変化を、
RT-PCR法、Westernプロット法および免疫組織化学により解析した。
正常嗅上皮において､SglGSFはWesternプロットでは中枢神経系におけるような多数のバンドでは
なく、肺におけるものと同じ約lOOkDの単一のバンドを示した。免疫染色では嗅細胞およびその軸索
である嗅神経に比較的弱い免疫反応性が局在した。嗅糸切断後４日から７日にかけて、嗅細胞が変性
消失して嗅上皮は萎縮し、７日から１５日にかけて基底細胞から未熟な嗅神経細胞を経て嗅神経が再
生し、３５日では正常の嗅上皮が回復した。この過程で、RT-PCR法で定量したSgIGSFのmRNAは嗅糸
切断後４日では変化なく、７日に著明に増加してピークをつくり、その後減少し、３５日後に元の水
準に戻った。Westernプロット法において、SgIGSFの蛋白質は切断後７日から増加し､１１日にピー
クを迎え、１５日でもレベルを維持し、３５日後に元の水準に戻った｡免疫組織化学において、SgIGSF
の免疫反応の強さは切断後１１日の嗅上皮で非常に強くなり、３５日で元の水準に戻った。さらに、
増殖性基底細胞のマーカーとしてPCNA､未熟嗅細胞のマーカーとしてGap43をそれぞれ用いた免疫二
重染色法による検討では、強い免疫反応は主に基底細胞よりやや上方（表層）にある細胞から未熟な
嗅細胞にかけて局在していることが判明した。これらのことから、接着分子であるSglGSFが嗅上皮の
再生において基底細胞が分化しつつ遊走し、未熟な嗅細胞となって突起を伸ばす過程で、生理的役割
を担っていることが示唆された。
以上本研究は､嗅細胞の再生における細胞接着因子の関与を明らかにしたものであり､組織解剖学、
神経細胞学のみならず嗅覚病態学に貢献する価値ある論文として評価された。
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